
自動車点検表①の様式及び記入例

自動車点検表①

自動車の台数

１　自動車の使用

自動車環境管理計画書対象事業者

5

(営) 2

(自) 1

(営) 2

(自) 1

(営) 1

(自) 0

0

12

２　自動車の利用

熱供給施設、上水道・下水道施設、廃棄物処理施設

ガ ソ リ ン ・
LPG

ディーゼル・
CNG

種別

指定地球温暖化対策事業者が使用する貨物自動車等（事業所の区域内のみで使
用される自動車を除く。）で、使用の本拠の位置が指定地球温暖化対策事業所
内である貨物自動車等の台数

 (Ѽ₴↓末時点）

乗用車（軽含む）

その他燃料

バス(乗車定員11名以上)

貨
物
車
・
特
種
用
途
車

（

軽
含
む
）

合計

“対象” ならば、「２ 自動車の利用」へ
“対象外”ならば、下表に記入後、「２ 自動車の利用」へ

“対象” ならば、下表は省略可

末時点で保有していた

自動車の台数を記入してください。

ただし、上部で“自動車環境管理計画書
対象事業者”にチェックを入れている場
合には省略可能です。

東京都の「自動車環境管理計画書」の対象事業者の方（※）はチェック

を入れてください。
※東京都内（島しょを除く）に使用の本拠を有する（都内ナンバー）自動
車を30台以上使用する事業者の方が対象です。対象事業者の方には
別途「自動車環境管理計画書」および「自動車環境管理実績報告書」
をご提出いただいております。

ここでは、３か所ある
チェックボックスのう
ち、どれか１つだけに
チェックを入れます。

熱供給施設、上水道・下水道施設、廃棄物処理施設である場合は

チェックを入れてください。
その場合、延べ台数の記入は省略可能です。

テナントビル 物流センタ 倉庫は(2)を選択 それ以

(1)

(2)

(営) 1825

(自) 5840

(営) 7665

(自) 1460

(営) 0

(自) 730

1460

18980

指定地球温暖化対策事業者が貨物等の事業所内への搬入等のため利用している他者の貨
物自動車等の台数 （平成    年度）

指定地球温暖化対策事業所内のテナント等が貨物等の事業所内への搬入等のため利用し
ている他者の貨物自動車等の台数 （平成　　年度）

バス(乗車定員11名以上)

合計

貨
物
車
・
特
種
用
途
車

（

軽
含
む

）

ガ ソ リ ン ・
LPG

ディーゼル・
CNG

その他燃料

種別 延べ台数(台／年）

“対象” ならば、下表は省略可
“対象外”ならば、下表の(1)(2)いずれかにチェックし、台数を記入

(1)か(2)どちらかについて、年間延べ台数（台／年）を記入
種別毎の把握が困難な場合は、合計のみ記入

その場合、延べ台数の記入は省略可能です。

テナントビル、物流センター、倉庫は(2)を選択。それ以
外の事業所は(1)を選択してください。

ここには、指定地球温暖化対策事業者も

しくはテナント等が、貨物等の搬入等のた

め利用している他者の貨物自動車等の

「延べ台数（台/年）」を記入してください。

「延べ台数（台／年）を実測している場合
にはその台数を記入します。実測していな
い場合は、自動車点検表①の次頁にある
「台数の算定」記載の方法で算定してくだ
さい。

また、種別毎の把握が困難な場合は、合

計欄のみに記入してください。

なお、これらの台数を把握できる体制が
整っていない場合は、今後可能な限り体
制を整え、把握に努めてください。

営業用
（緑ナンバー）

自家用
（白ナンバー）



自動車点検表②の様式及び記入例

自動車点検表②

自動車の使用に係る現状の地球温暖化対策の計画・実施状況
 実施状況

●実施中
●今後実施
●検討中
●実施しない
●該当しない

燃費の記録管理 実施中

燃費に関する定量的目標の設定 実施中

エコドライブマニュアルの作成・配布 実施中

エコドライブに関する教育・訓練の実施 実施中

エコドライブの実施（空ぶかし、急発進・急加速運転等の削減等） 実施中

アイドリングストップの徹底 実施中

優良ドライバーの表彰等 今後実施

エコドライブ装置の装着・装置搭載車の導入 検討中

デジタル式運行記録計等の活用 検討中

エコタイヤの導入 検討中

アイドリング・ストップ装置の装着・装置搭載車の導入 検討中

キー抜きロープの導入 今後実施

検討中

外部電源による冷蔵等貨物室の空調管理を可能とする装置の導入 検討中

日常点検・整備マニュアルの作成・配布 実施中

日常点検・整備に関する教育・訓練の実施 実施中

日々の始業点検・定期点検の完全実施 実施中

エアークリーナーの定期的な点検 実施中

運転日報の作成 実施中

その他 （  ）
物資 集荷 仕分等 業務 化(積載効率 輸送効率 向 ）

項目 事業者の取組

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
関
す
る
対
策

適正運転の実施

機器の導入

エア・ヒーター、蓄熱マット、蓄冷式クーラー又はエア・ディフレ
クタの導入

車両の維持管理

対策の対象自動車は、指定地球温暖化対象事業所内
を使用の本拠の位置とするすべての自動車（燃料の
種類、種別、用途を問わず、指定地球温暖化対策事業
者が使用する自動車）です。

（２輪車及び指定地球温暖化対策事業者以外の事業

者（テナント等）が使用する自動車は対象外です。）

自動車点検表①で、「自動車環境管理計画書対象事
業者」にチェックを入れた方以外は、これらの取組の実
施状況をプルダウンメニューから選択してください。

実施状況の枠をクリックすると、
プルダウンメニューが開きます。⇒

検討中
検討中

輸送能力の向上 便数削減等、効率的な輸配送推進のための車両の大型化 検討中
帰り荷の確保 配送と集荷を1台で実施できるように工夫 検討中

ジャスト･イン･タ
イムサービスの改
善

時間指定配送の回数の低減を要請 今後実施

受注時間と配送時間の設定（ルール化） 今後実施
緊急配送をできるたけ避ける（随時配送の廃止） 今後実施

検品の簡略化 検品のルーチン化による時間の短縮 実施中
朝夕ラッシュ時の配送を昼間配送に振替 検討中
積載効率が低い土曜日・日曜日の車両使用の削減 検討中

商品の標準化等 積み合わせを容易にするため商品荷姿を標準化 検討中

その他 （ ）

検討中

その他（  ）

該当しない

該当しない

その他（  ）

自家用貨物自動車による輸送から営業用貨物自動車による輸送への
転換

モーダルシフトの推
進

鉄道輸送の活用

海運等の活用

自営転換

道路混雑時の輸配
送の見直し等

車
両
の
有
効
活
用
の
促
進

共同輸配送の促進
物資の集荷・仕分等の業務の共同化(積載効率・輸送効率の向上）
配送業務の共同化（輸送距離・使用車両の削減）

受注時間と配送時
間のルール化

（２輪車及び指定地球温暖化対策事業者以外の事業

者（テナント等）が使用する自動車は対象外です。）

ただし、フォークリフト等事業所内でのみ使用され、公
道を走行しない自動車（ナンバー付き自動車でないも
の）は除きます。

「その他」の取組がございましたら、（ ）内にその取組
を記入し、取組状況欄は「実施中」を選択してください。



自動車点検表③の様式及び記入例

自動車点検表③

自動車の利用に係る現状の地球温暖化対策の計画・実施状況
（自らの貨物等の搬入のため他者の自動車を利用しているとき）

事業者の取組

 実施状況
●実施中
●今後実施
●検討中
●実施しない
●該当しない

(1) 貨物等を搬入する際には、低公害・低燃費車を使用して搬入するこ
とを、売主等との売買契約書等に記載すること。

今後実施

(2) 運送を委託して貨物等を搬入する際には、低公害・低燃費車を使用
して搬入することを、運送事業者との運送契約書に記載すること。

今後実施

(3) 入構許可証の交付時、搬入計画の策定時等に合わせ、低公害・低燃
費車の利用状況を確認すること。

実施中

(4) その他（ ）

(5) 貨物等を搬入する際には、環境負荷の大きな自動車を使用しないこ
とを、売主等との売買契約書等に記載すること。

今後実施

(6) 運送を委託して貨物等を搬入する際には、環境負荷の大きな自動車
を使用しないことを、運送事業者との運送契約書に記載すること。

今後実施

(7) 入構許可証の交付時、搬入計画の策定時等に合わせ、環境負荷の大
きな自動車の利用状況を確認すること。

実施中

(8) 環境負荷の大きな自動車を使用しないことを求める掲示物を施設内
に設置すること。

実施中

(9) その他（ ）

項目

低公
害・低
燃費車
の利用
割合の
向上

環境負
荷の大
きな自
動車の
利用抑
制

低 公
害 ・
低 燃
費 車
等 の
利 用
割 合
の 向
上

自動車点検表①の「２ 自動車の利用」で(１)に
チェックを入れた方は、これらの取組の実施状
況を記入します。プルダウンメニューから選択し
てください。

こちらを記入した場合、(自動車点検表④の記
入は不要です。

実施状況の枠をクリッ
クすると、プルダウン
メニューが開きます。⇒

(9) その他（ ）

(1) 共同輸配送を推進するため、他者の貨物等と併せて輸配送すること
を受け入れること。

今後実施

(2) 過度なジャスト・イン・タイムサービスを廃止する等納品回数を削
減すること。

検討中

(3) 朝夕のラッシュ時、積載効率の低い曜日等を避けた輸配送を運輸事
業者と共同で実施すること。

実施中

(4) 効率的な物流活動が可能となる荷さばきのための駐車施設等関連施
設を場内に整備すること。

実施中

(5) 建物内配送を一元化すること。 実施中

(6) 貨物等の形状の標準化（既成のパレット・コンテナの使用等）につ
いて売主等と協議し、また館内にパレット・コンテナ集積所などを設け
ること。

検討中

(7) 積載率向上のため、自ら過度の包装等の見直しを行うこと。 検討中

(8) 積載率向上のため、包装資材の軽量化等に取り組むよう売主等に対
して働きかけること。

検討中

(9) 共同輸配送など効率的輸配送を行う運送事業者を選択するよう売主
等に対して働きかけること。

検討中

(10) 適宜、運行指示書等の提示要求、包装資材等の確認等を行い、(8)
及び(9)の働きかけの実現状況を確認すること。

検討中

(11) その他（ ）

物流効率化
の推進によ
る交通量の
抑制

対策の対象自動車は、

・指定地球温暖化対策事業者が貨物等の事
業所内への搬入等のため利用している他者
の貨物車（軽含む）及び特種用途自動車

・指定地球温暖化対策事業者が通勤者及び
来訪者等の自動車使用を抑制するための取
組で利用するバス（乗車定員１１名以上）です。

「その他」の取組がございましたら、（ ）内に
その取組を記入し、取組状況欄は「実施中」
を選択してください。



自動車点検表④の様式及び記入例

自動車点検表④　

自動車の利用に係る現状の地球温暖化対策の計画・実施状況

事業者の取組

 実施状況
●実施中
●今後実施
●検討中
●実施しない
●該当しない

(1) 施設利用者等が貨物等を搬入する際には、低公害・低燃費車を使用
するよう働きかけること。

実施中

(2) 施設利用者等が運送を委託して貨物等を搬入する際には、低公害・低
燃費車を使用するよう働きかけること。

今後実施

(3) 入構許可証の交付時、搬入計画の策定時等に合わせ、低公害・低燃費
車の利用状況を確認すること。

今後実施

(4) その他（ ）

(5) 施設利用者等が貨物等を搬入する際には、環境負荷の大きな自動車を
使用しないよう働きかけること。

今後実施

(6) 施設利用者等が運送を委託して貨物等を搬入する際には、環境負荷の
大きな自動車を使用しないよう働きかけること。

実施中

(7) 入構許可証の交付時、搬入計画の策定時等に合わせ、環境負荷の大き
な自動車の利用状況を確認すること。

今後実施

（施設利用者等の貨物等の搬入等のため指定地球温暖化対策事業者以外
の者の自動車を利用しているとき）

低 公
害 ・
低 燃
費 車
等 の
利 用
割 合
の 向
上

項目

低公
害・低
燃費車
の利用
割合の
向上

環境負
荷の大
きな自
動車の
利用抑

実施状況の枠をクリッ

クすると、プルダウン
メニューが開きます。⇒

自動車点検表①の「２ 自動車の利用」で(２)に
チェックを入れた方は、これらの取組の実施状
況を記入します。プルダウンメニューから選択し
てください。

こちらを記入した場合、自動車点検表③の記入
は不要です。

(8) 環境負荷の大きな自動車を使用しないことを求める掲示物を施設内に
設置すること。

実施中

(9) その他（ ）

(1) 効率的な物流活動が可能となる荷さばきのための駐車施設等関連施設
を場内に整備すること。

実施中

(2) 貨物等の形状の標準化（既成のパレット・コンテナの使用等）につい
て売主等と協議するよう、施設利用者等に対して働きかけ、また館内にパ
レット･コンテナ集積所などを設けること。

実施中

(3) 建物内配送を一元化すること。 検討中

(4) 積載率向上のため、過度の包装等を見直すよう、施設利用者等に対し
て働きかけること。

実施中

(5) 共同輸配送を推進するため、他者の貨物等と併せて輸配送することを
受け入れるよう、施設利用者等に対して働きかけること。

検討中

(6) 共同輸配送など効率的輸配送を行う運送事業者を選択するよう、施設
利用者等に対して働きかけること。

検討中

(7) その他（ ）

物流効率化
の推進によ
る交通量の
抑制

利用抑
制

対策の対象自動車は、

・指定地球温暖化対策事業所内のテナント等が
貨物等の事業所内への搬入等のため利用して
いる他者の貨物車（軽含む）及び特種用途自動
車

・指定地球温暖化対策事業所内のテナント等が

通勤者及び来訪者等の自動車使用を抑制する

ための取組で利用するバス（乗車定員１１名以

上）です。

「その他」の取組がございましたら、（ ）内にそ
の取組を記入し、取組状況欄は「実施中」を選
択してください。


